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特集「若手研究者」の編集にあたって

柴山 悦哉1,a)

情報処理技術のさらなる発展のためには，学生を含む多

くの若手研究者が，自由な発想や好奇心に基づき研究を進

めることが重要である．そのための環境を整えること，す

なわち，次世代を担う若手研究者の活動支援を行うことは，

情報処理学会の重要な責務の 1つである．本特集号は，若

手研究者の活動を支援することを目的に 2014年より実施

しており，今回が 4回目となる．

本特集号編集委員会は，論文誌ジャーナル編集委員会か

ら，編集委員としての経験が豊富なメンバを集めて構成し

た．そして，編集作業を進めるにあたっては，タイムリか

つスピーディな論文掲載となるように努めた．

投稿は 6月 6日に締切り，論文誌ジャーナルに投稿された

和文論文の総数が 25件，Journal of Information Processing

（JIP）に投稿された英文論文 10件を合わせると計 35件に

達した．メタレビューアを決定する第 1回編集委員会はオ

ンラインで開催し，6月 19日までにはメタレビューアの割

り当てを行った．第 2回編集委員会は 8月 29日，第 3回

編集委員会は 11月 28日に開催し，最終的に 10件，JIPと

合わせて計 14件の論文を採録と判定した（採択率 40%）．

投稿締切から 1回目査読判定結果の著者への通知に約 3カ

月，最終判定の通知までにはさらに約 3カ月を要した．

編集委員会では，論文の良いところを積極的に評価する，

新規性あるいは有用性の一方が弱いことのみを理由として

不採録判定を行わないなどの原則に則った審議を行った．

これらの方針は，論文の採択数を増加させる傾向があると

思われる．一方で，タイムリな論文掲載のために照会期間

が通常より短いこともあり，大幅な論文修正をともなう条

件付採録の判定は行わず，むしろ早めに不採録の判定とコ

メントを著者に返し，再投稿を促す方針とした．この方針

は，論文の採択数を減少させる可能性がある．しかし，2

回目の査読で不採録となるリスクも考慮したときに，なる

べく早く掲載に至る確率が高そうであることを重視し，こ

のような方針とした．

本特集は，多くの皆様のご協力に支えられて刊行に漕ぎ

着けることができた．ご投稿いただいた会員の皆様，丁寧

な査読にご尽力いただいた査読者の皆様，論文審査にご尽
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力いただいた本特集号編集委員の皆様，編集委員会の活動

をご支援いただいた学会事務局の皆様に，心より感謝する．
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